
 

 

 

 

 

 

 

北海道の冬を楽しむ！ 
 校長 大 山 倫 生  

 

北海道には、スキーやスノーボード、スケートなど冬の楽しみが多くあり、本校にも

毎日のようにスキー場で楽しんでいる子どもたちがいます。 

ウインタースポーツ以外では、冬のイベントも楽しみの一つではないでしょうか。 

「さっぽろ雪まつり」や「千歳・支笏湖氷濤まつり」などは、北海道を代表する大きな

イベントです。また、「小樽雪あかりの路」は、小樽市で、毎年冬に開催される幻想的な

光のイベントです。毎年、小樽の歴史ある街並みが、数々のキャンドルの光によって美

しく彩られます。このイベントは、小樽の冬の風物詩として地元住民や観光客に愛され

ています。 

銭函地区においても、「ぜにばこ雪あかりの路」が開催

され、銭函の街が温かな灯りで包み込まれます。雪とキ

ャンドルがつくり出す幻想的な光景は、訪れる人の心を

静かに癒やし、冬の銭函ならではの魅力を感じることが

できるイベントです。 

 

さて、今シーズンの始めは例年よりも雪が少なく、とても過ごしやすい毎日でしたが、

1月下旬から大量の雪が降り、結局「帳尻が合うんだ」と思われた方も多かったのでは

ないでしょうか。 

 本校においても、通学路の安全確保ができず、２日間、臨時休業の措置をとりました。

地域の特性上、高速道路が通行止めになってしまうと、国道が大渋滞となり、スクール

バスでの登下校の時間にも大きく影響を及ぼしてしまいますので、臨時休業は天候だけ

ではなく道路状況なども含め総合的に判断する必要があります。 

 一気に雪が積もると、道路幅も狭くなって渋滞が発生し、路肩の

雪は所により２メートルほど高くなっているところもありますので

歩行者やドライバーにとって見通しが悪い場所が多くなってしまい

ます。各ご家庭においても、交通安全にくれぐれも気を付けるよう

お子様への声掛けをよろしくお願いいたします。 

                                ＜学校教育目標＞ 

                               ・かしこい子ども 

                               ・美しい心をもつ子ども 

                       ・強くたくましい子ども 

第１２号 令和８年３月４日  【重点教育目標】 『進んでかかわり ともに鍛える銭小の子の育成』 

 

銭小だより
銭函小HP 



保護者アンケート及び新体力テストの結果と分析について 
 教頭 相原 恒一朗  

保護者アンケートの結果がまとまりました。本結果を共有し、新年度に向けて家庭と学校の

連携をさらに深めていければ幸いです。なお、肯定的評価（A＋B）が前回比で 5％以上変動し

た項目には矢印を付記しました。次ページの概要とあわせてご確認ください。 

１ 保護者アンケートの集計結果（12 月） ※回答数 154  

項          目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 肯定的評価 (前期) 

1 お子さんは、楽しく学校生活を送っている。 59.8% 30.5% 7.8% 1.9% 90.3％ 93.3％ 

2 
 

お子さんは、国語や算数の基礎学力（読み･書き･計算）

が身についている。 
40.9% 38.3% 18.9% 1.9% 79.2％ 79.0％ 

3 お子さんは、あいさつや社会的規範・ルールが身についている。 33.2% 57.1% 8.4% 1.3% 90.3％ 95.0％ 

4 お子さんは、良いところがある。 79.3% 20.1% 0.6% 0% 99.4％ 98.3％ 

5  

お子さんは、将来や少し先の未来について夢や目標を

持っている。 
33.1% 30.5% 29.9% 6.5% 63.6％ 65.5％ 

6 お子さんは、自分でやると決めたことは、やり遂げている。 30.5% 48.7% 16.9% 3.9% 79.2％ 82.4％ 

7  

お子さんは、クロームブックを使って週末課題などに

取り組んでいる。 
45.5% 23.4% 16.2% 14.9% 68.9％↓ 76.5％ 

8  

学校は、思いやりや規範意識などの豊かな心を育てる

教育を大切にしている。 
37.0% 45.5% 14.9% 2.6% 82.5％↓ 90.8％ 

9  

学校は、いじめや児童間のトラブル等を早期に発見・解決し、望

ましい人間関係を育てる指導に取り組んでいる。 
35.1% 43.5% 14.9% 6.5% 78.6％↓ 87.4％ 

10  

学校は、運動に親しむ態度や体力の向上を図る指導に

取り組んでいる。 
33.1% 44.8% 18.8% 3.2% 77.9％↓ 89.1％ 

11 学校は、教育環境の整備・充実に努めている。 33.8% 47.4% 14.3% 4.5% 81.2％↓ 90.8％ 

12 学校は、教育目標や方針、学校の様子を知らせている。 61.1% 30.5% 7.1% 1.3% 91.6％ 95.0％ 

13  

学校は、お子さんについての連絡や相談に対して、丁

寧に対応している。 
57.2% 31.8% 9.1% 1.9% 89.0%↓ 96.6％ 

14  

学校は、お子さんの安心や安全を守るために保護者や

地域と連携して取り組んでいる。 
47.4% 40.3% 9.7% 2.6% 87.7％↓ 93.3％ 

15  

外国語活動や外国語の学習について、今後も担任以外の指導

者として外部人材講師の活用を希望する。 
65.6% 25.3% 5.2% 3.9% 90.9％ 95.0％ 

16 基本的な生活習慣       

① お子さんに、毎日朝食を食べるように促している。 92.2% 5.2% 1.9% 0.6% 97.4％ 96.6％ 

② お子さんに、毎日早寝・早起きをするように促している。 77.9% 20.1% 1.9% 0% 98.1％ 95.0％ 

③ お子さんに、宿題や音読、家庭学習を行うように促している。 66.9% 25.3% 3.2% 4.5% 92.2％ 88.2％ 

Ａ：そう思う Ｂ：やや思う Ｃ：あまり思わない Ｄ：思わない ※肯定的評価（Ａ＋Ｂ） 

 



＜結果の概要と今後の取組について＞ 

○[項目 16]の「基本的な生活習慣」の３項目で肯定的評価が伸びています。特に宿題や音読、

家庭学習の促しについては、昨年度よりも高い数値となりました。保護者の皆様による日頃

のご家庭での働きかけに感謝申し上げます。今後も、子どもたちの生活習慣や学習習慣の定

着に向けた取組に、ご理解ご協力をお願いいたします。 

▲[項目 7]の「クロームブックを使って週末課題などに取り組んでいる」の項目で肯定的な評価

が 68.9％となり、また、家庭でのＩＣＴ活用や学習の進め方について、記述欄で様々なご意

見を頂きました。学校と家庭で足並みを揃えた取組となるよう、新年度の児童端末更新に向

けて改めて検討いたします。 

▲[項目 10]の「運動に親しむ態度や体力の向上を図る指導に取り組んでいる」の項目で肯定的

評価が 77.9％となり、前期と比べて 11.2 ポイント低下しました。児童アンケートでは、

88.2％の児童が「体育の授業が楽しい」と肯定的に回答しているので、中学校や近隣小学校

の体育教員との連携を更に深め、身体を動かす楽しさを実感できる授業づくりを継続します。 

▲[項目 13]の「お子さんについての連絡や相談に対して丁寧に対応している」の項目で肯定的

評価が 7.6 ポイント下がりました。前期は昨年度より高い数値だったため、保護者の皆様の

ご期待に応えられるよう、教職員一同、より丁寧でわかりやすい説明を心がけ、連絡・相談体

制を改めて見直していきます。 

 

２ 新体力テストの結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国体力・運動能力・運動習慣等調査の結果 
令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の調査結果をお知らせします。（調査対象：５年生） 

１．体格について 

 【男子】身長・体重ともに、全国平均を上回っています。 

 【女子】身長・体重ともに、全国平均を上回っています。 

 

２．体力について（合計点から） ※８種目実施 

 【男子】…体力合計点が、全国平均を上回っています。 

  全国平均を上回っていた種目（握力、長座体前屈、反復横とび、立ち幅とび、ソフトボール投げ） 

下回っていた種目（上体起こし、20mシャトルラン、50m 走） 

 【女子】…体力合計点が、全国平均を上回っています。 

  全国平均を上回っていた種目（握力、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び） 

       下回っていた種目（上体起こし、20m シャトルラン、50m 走、ソフトボール投げ） 

 

３．運動等に対する意識（特筆する点） 

 ①運動やスポーツを「すること」「みること」「支えること」について興味や関心があると回答した

児童の割合が、男子が全国平均と同等で、女子は全国平均を上回っています。 

 ②体育の授業が楽しく感じる場面で、「できなかったことができるようになったとき」を選んだ児童

の割合が、男子が全国平均と同等で、女子は全国平均を上回っています。 

③平日に学習以外でテレビやスマートフォンなどの画面を見ている時間が、男女共に約４割が５時

間以上となり、全国平均を大きく上回っています。 

 

これらの結果を踏まえ、引き続き新体力テストの自己更新記録会を開催したり、生活習慣スケジュ

ール表を活用し子ども自らスクリーンタイムの見直しを図ったりするよう促していきます。なお、運

動習慣の定着やスクリーンタイムの自己管理力は、学校の取り組みだけでは十分に身につけることが

できませんので、ご家庭においてもお子さんへのお声掛けにご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《２月の行事から》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月５日(木) ６年生 

極東高分子(株)の SDGｓ出前授業 

 

2 月 24 日(火) ６年生 

知産志食「小樽の海の幸と和食を学ぼう」 

 

 

2 月 10 日(火) １年生 

新 1 年生体験入学 

 

 

２日（月）認証式 児童会（後期反省） 

３日（火）★特別日課４時間（給食あり） 

５日（木）★特別日課 会議日 

６日（金）６年生を送る会 

９日（月）★特別日課４時間（給食あり） 

１０日（火）フッ化物洗口 

１１日（水）卒業式全体練習① 

ＰＴＡ事務局会議⑨ 18:30～ 

１２日（木）★特別日課 職員会議 

１３日（金）卒業式全体練習② 

       

１７日（火）卒業式全体練習③ 

 フッ化物洗口 

１８日（水）卒業式前日準備 

１９日（木）卒業式（３時間授業） 

      在校生下校 11：00 頃 

      卒業生下校 11：30 頃

２０日（金）祝日 春分の日 

２３日（月）★特別日課４時間（給食あり） 

卒業式後片付け 

２４日（月）★特別日課４時間（給食なし） 

      修了式、離任式 

 

スキー学習ボランティアについて 
1 月下旬から始まったスキー学習が２月１９日をもって終了しました。オーンズスキー場へは５回

の学習で計４５名の地域や保護者の方が、そして、グラウンドで行った１・２年生スキー学習には、

計２７名の保護者の方が、それぞれ学校支援ボランティアとしてサポートしてくださいました。本当

にありがとうございました。 


